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(57)【要約】
【課題】ディスクのデータを再生することに先立って多
様な再生環境を設定すること。
【解決手段】本発明はメディアプレーヤをリモートサー
バに接続する方法に関する。上記方法は、エンハンスト
ナビゲーション媒体に記録されたデータを再生しながら
リモートサーバへの接続要求を処理して、上記リモート
サーバへの接続が許可されるかを決定するために上記エ
ンハンストナビゲーションメディアに記録された接続情
報を処理して、そして上記接続情報によって上記リモー
トサーバへの接続が許可されれば上記リモートサーバへ
の接続を要求することで構成される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディアプレーヤをコンテンツサーバに接続する方法において、
　コンテンツサーバとの接続が要求されているかを判定するステップ、
　接続可能なコンテンツサーバに関連する接続制限情報を含むコントロール情報をサーチ
して前記コンテンツサーバとの接続が許可されるかを識別するステップ、及び、
　前記コンテンツサーバとの接続を、前記接続制限情報に応じて制御するステップ
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、
　前記制御するステップにおいて、
　前記コンテンツサーバとの接続を、前記接続制限情報に前記接続が要求されている前記
コンテンツサーバが含まれていればそのアドレスを用いることで確立し、及び、
　前記コンテンツサーバとの接続を、前記接続制限情報に前記接続が要求されている前記
コンテンツサーバが含まれていなければ許可しない
ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法において、さらに、
　エンハンストストレージメディアが再生ステータスであるかをチェックするステップ、
　前記コンテンツサーバとの接続を、前記エンハンストストレージメディアが再生ステー
タスでなければ且つ前記コンテンツサーバとの接続が許可されていればそのアドレスを用
いることで確立し、一方、前記エンハンストストレージメディアが再生ステータスならば
または前記コンテンツサーバとの接続が許可されていなければ、前記コンテンツサーバと
の接続を許可しないステップ
を含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、
　前記接続制限情報はエンハンストストレージメディアに記録された主データの再生に先
立って読み出される始動ファイルにストアされており、及び、該始動ファイルは、前記エ
ンハンストストレージメディアの前記主データが再生されるよりも前にロードされる付加
ファイルと関連する情報を含んでおり、
　前記エンハンストストレージメディアに記録された前記主データの再生に先立ち少なく
とも一つのアプリケーションと関連する付加コンテンツのファイルをストアするステップ
をさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、
　前記接続制限情報は、前記メディアプレーヤが接続されるまたはされないコンテンツサ
ーバのリストを含み、及び、前記制御するステップにおいて、前記コンテンツサーバとの
接続を該コンテンツサーバリストに基づき制御することを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、
　前記接続制限情報は、前記メディアプレーヤが前記エンハンストストレージメディアに
記録された主データと関連する付加コンテンツを取得するために接続されるまたはされな
い少なくとも一つのコンテンツサーバのＩＤを含み、前記制御するステップにおいて、前
記コンテンツサーバとの接続を該コンテンツサーバＩＤに基づき制御することを特徴とす
る方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法において、
　前記接続制限情報は、前記少なくとも一つのコンテンツサーバで利用できる情報へのア
クセスを制御するローディング情報と関連する少なくとも一つのエントリを含み、前記制
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御するステップにおいて、前記コンテンツサーバとの接続を該エントリに基づき制御する
ことを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法において、
　前記ローディング情報が、前記少なくとも一つのコンテンツサーバで利用できるローデ
ィング情報についての少なくとも一つの状態を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　エンハンストストレージメディアプレーヤの接続要求を処理する方法において、
　該プレーヤをコンテンツサーバへ接続するための接続要求に応答して現在の動作モード
及び接続状態を判定するステップであって、該接続状態はエンハンストストレージメディ
アまたは該ストレージメディアとは別のデータストレージにストアされた接続制限情報に
より判定され、該接続制限情報には接続可能なコンテンツサーバが関連し及び該接続可能
なコンテンツサーバのアドレスを含むステップ、並びに、
　前記コンテンツサーバとの接続を、前記現在の動作モード及び接続状態に応じて制御す
るステップ
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法において、
　前記制御するステップにおいて、前記現在の動作モードがエンハンスト再生モードでな
ければまたは前記接続制限情報が前記コンテンツサーバをコンタクトする許可を提供して
いれば、前記アドレスを用いて前記接続を確立することを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項９に記載の方法において、
　前記制御するステップにおいて、前記現在の動作モードがエンハンスト再生モードであ
りまたは前記接続制限情報が前記コンテンツサーバをコンタクトする許可を提供していな
ければ、前記接続を確立しないことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項９に記載の方法において、
　前記接続制限情報は、エンハンストストレージメディアに常駐する始動ファイルであっ
てシステム環境を確立するために必要とされる始動ファイルに含まれており、
　該ファイルを、前記エンハンストストレージメディアに記録された主データを再生する
のに先立って該メディアから読み出すステップをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法において、
　前記始動ファイルは、前記エンハンストストレージメディアに記録された前記主データ
が再生されるより前にロードされる付加コンテンツと関連する情報を含み、
　前記エンハンストストレージメディアに記録された前記主データの再生に先立ち少なく
とも一つのアプリケーションと関連する付加コンテンツのファイルをストアするステップ
をさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の方法において、
　前記情報はシステム環境情報を含み、
　前記メディアプレーヤのシステム環境を前記システム環境情報によってセットするステ
ップをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　メディアプレーヤをコンテンツサーバに接続する装置において、
　コンテンツサーバに接続するのに適合したネットワークマネージャ、及び、
　該ネットワークマネージャに結合したコントローラであって、コンテンツサーバとの接
続が要求されているかを判定し、接続可能なコンテンツサーバに関連する接続制限情報を
含むコントロール情報をサーチして前記コンテンツサーバとの接続が許可されているかを
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識別し、及び、前記コンテンツサーバとの接続を、前記ネットワークマネージャを通じ前
記接続制限情報に応じて制御するコントローラ
を備えたことを特徴とする装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の装置において、
　前記コントローラは、前記コンテンツサーバとの接続を、前記接続制限情報に前記接続
が要求されている前記コンテンツサーバが含まれていればそのアドレスを用いることで確
立し、前記コンテンツサーバとの接続を、前記接続制限情報に前記接続が要求されている
前記コンテンツサーバが含まれていなければ許可しないことを特徴とする装置。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の装置において、
　前記コントローラはさらに、エンハンストストレージメディアが再生ステータスである
かをチェックし、前記コンテンツサーバとの接続を、該ストレージメディアが再生ステー
タスでなければ且つ前記コンテンツサーバとの接続が許可されていればそのアドレスを用
いることで前記ネットワークマネージャを通じ確立し、一方、該ストレージメディアが再
生ステータスならばまたは前記コンテンツサーバとの接続が許可されていなければ、前記
コンテンツサーバとの接続を許可しないことを特徴とする装置。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の装置において、
　前記接続制限情報は前記エンハンストストレージメディアに記録された主データの再生
に先立って読み出される始動ファイルに含まれており、及び、該始動ファイルは、前記エ
ンハンストストレージメディアの前記主データが再生されるよりも前にロードされる付加
ファイルと関連する情報を含んでおり、
　前記エンハンストストレージメディアに記録された前記主データの再生に先立ち少なく
とも一つのアプリケーションと関連する付加コンテンツのファイルをストアするデータス
トレージをさらに備えることを特徴とする装置。
【請求項１９】
　請求項１５に記載の装置において、
　前記接続制限情報は、前記メディアプレーヤが接続されるまたはされないコンテンツサ
ーバのリストを含み、前記コントローラが、前記コンテンツサーバとの接続を該コンテン
ツサーバリストに基づき制御することを特徴とする装置。
【請求項２０】
　請求項１５に記載の装置において、
　前記接続制限情報は、前記メディアプレーヤが前記エンハンストストレージメディアに
記録された主データと関連する付加コンテンツを取得するために接続されるまたはされな
い少なくとも一つのコンテンツサーバのＩＤを含み、前記コントローラが、前記コンテン
ツサーバとの接続を該コンテンツサーバＩＤに基づき制御することを特徴とする装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の装置において、
　前記接続制限情報は、前記少なくとも一つのコンテンツサーバで利用できる情報へのア
クセスを制御するローディング情報と関連する少なくとも一つのエントリを含み、前記コ
ントローラが、前記コンテンツサーバとの接続を該エントリに基づき制御することを特徴
とする装置。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の装置において、
　前記ローディング情報が、前記少なくとも一つのコンテンツサーバで利用できるローデ
ィング情報についての少なくとも一つの状態を含むことを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、対話形ＤＶＤまたはエンハンストＤＶＤ（Ｉ－ＤＶＤまたはＥＮＡＶ－ＤＶ
Ｄ）のような対話形またはエンハンスト記録メディアのオーディオ／ビデオ（Ａ／Ｖ）デ
ータを、そのＡ／Ｖデータと連係される付加コンテンツと共に再生するための再生環境を
設定する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高密度光ディスク（例えばＤＶＤ）は大容量のデジタルデータを保存することができる
が、ＤＶＤは高音質のデジタルオーディオデータはもちろん高画質の動画像データを保存
することができる大容量記録メディアである。
【０００３】
　ＤＶＤには、動画像データのようなデジタルデータストリームが保存されるデータスト
リーム領域及び動画像データの再生を制御するために必要なナビゲーション（Navigation
）データが保存されるナビゲーションデータ領域が含まれる。一般的なＤＶＤプレーヤは
、ＤＶＤがプレーヤ内に安着される場合、ナビゲーションデータ領域に記録されたナビゲ
ーションデータを読み出してプレーヤ内のメモリに保存した後、ナビゲーションデータを
利用してデータストリーム領域に記録された動画像データを再生する。
【０００４】
　これにより、ＤＶＤプレーヤを具備したユーザは、ＤＶＤに記録された動画像データを
視聴するようになる。ＤＶＤに記録されたＡ／Ｖデータの再生と関連した情報（制御情報
または付加情報）は、ＨＴＭＬ（HyperText Markup Language）'で記録されたファイル形
態でＤＶＤに記録されることができる。対話形ＤＶＤ（Ｉ－ＤＶＤ）に対する標準化作業
が進行している。Ｉ－ＤＶＤに記録されたＡ／Ｖデータはユーザの対話形要求によって再
生される。Ｉ－ＤＶＤが商用化されれば、さらに活発にデジタル記録メディアを介してコ
ンテンツが供給されることができることである。
【０００５】
　Ｉ－ＤＶＤに記録されたＡ／Ｖデータと連係される付加コンテンツ、すなわちＥＮＡＶ
データとＡ／Ｖデータを同期して再生する時、Ａ／Ｖデータを切れなく連続で再生する方
法が研究されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　プレーヤの資源が限られた状況でＤＶＤに記録されたＡ／ＶデータとＥＮＡＶデータを
切れなく再生するために、ディスクのデータを再生することに先立って多様な再生環境が
設定されなければならない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　したがって、本発明は上述のような実情を勘案して創作されたものであって、本発明の
一実施形態によるメディアプレーヤをリモートサーバに接続する方法は、エンハンストナ
ビゲーションメディアに記録されたデータを再生しながらリモートサーバへの接続要求を
処理すること；上記リモートサーバへの接続が許可されるかを決定するために上記エンハ
ンストナビゲーションメディアに記録された接続情報を処理すること；及び、上記接続情
報によって上記リモートサーバへの接続が許可されれば上記リモートサーバへの接続を要
求することで構成されることを特徴とする。
【０００８】
　上記接続情報は上記エンハンストナビゲーションメディアに記録されたデータに対する
再生に先立って読み出す始動（start-up）ファイルに記録される。上記始動ファイルは、
上記エンハンストナビゲーションメディアのデータの再生前にロードされなければならな
い付加コンテンツのリストと関連する情報を含む。上記始動ファイルは上記エンハンスト
ナビゲーションメディアに記録されたデータを再生する権限と関連する情報を含む。
【０００９】
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　いくつかの例で、上記始動ファイルは、地域コード、上記付加コンテンツの言語、メモ
リマネージメント、及び上記始動ファイルが処理された後に処理されなければならないフ
ァイルと関連する情報を含む。上記接続情報は上記メディアプレーヤが接続することがで
きるサーバリストまたは上記メディアプレーヤが接続されないサーバリストを含む。
【００１０】
　上記エンハンストナビゲーションメディアに記録されたデータはオーディオ／ビデオ（
Ａ／Ｖ）データを含む。いくつかの例では、上記エンハンストナビゲーションメディアに
記録されたデータは上記Ａ／Ｖデータと連係される付加コンテンツを含む。上記Ａ／Ｖデ
ータと付加コンテンツは同期して再生される。
【００１１】
　上記接続情報は上記リモートサーバに接続するための少なくとも一つの接続アドレスを
含む。上記始動ファイルは上記接続情報を含み、ここで上記始動ファイルは少なくとも一
つのサーバに関する位置情報を含むウォールド・ガーデン（walled-garden）ファイルと
関連する情報を含む。
【００１２】
　上記ウォールド・ガーデンファイルは、上記メディアプレーヤが上記エンハンストナビ
ゲーションメディアに記録されたデータと連係される付加コンテンツを取得するために接
続することができる少なくとも一つのサーバに関する情報を含む。一例で、上記ウォール
ド・ガーデンファイルは、上記メディアプレーヤが上記エンハンストナビゲーションメデ
ィアに記録されたデータと連係される付加コンテンツを取得するために接続されない少な
くとも一つのサーバに関する情報を含む。
【００１３】
　上記ウォールド・ガーデンファイルは、上記少なくとも一つのサーバで利用することが
できる情報へのアクセスを制御するローディング情報と関連する少なくとも一つのエント
リ（entry）を含む。上記ローディング情報は、上記少なくとも一つのサーバで利用する
ことができる情報をロードするための少なくとも一つの条件を含み、上記メディアプレー
ヤによりサポートされる言語またはプロファイル（profile）のうち少なくとも一つを含
む。
【００１４】
　本発明の他の実施形態によるエンハンストナビゲーションメディアプレーヤでの接続要
求を処理する方法は、上記プレーヤをリモートサーバに接続するようにする接続要求によ
って現在動作モードと接続制限情報を確認すること；及び、上記現在動作モードと接続制
限情報を基礎にして接続を設定するように上記リモートサーバに要求を提出することで構
成されることを特徴とする。
【００１５】
　上記現在動作モードがエンハンストナビゲーション再生モードならば、上記接続要求が
提出される。また、上記接続制限情報により上記リモートサーバへの接続が許可されれば
、上記接続要求が提出される。すなわち、上記現在動作モードが対話形ディスク再生モー
ドであって上記接続制限情報が上記リモートサーバに接続されることができることを指し
示せば、上記接続要求が提出される。
【００１６】
　いくつかの例で、上記接続制限情報はエンハンストナビゲーションメディアにある始動
ファイルに含まれる。上記始動ファイルは上記プレーヤが上記エンハンストナビゲーショ
ンメディアに記録されたデータを再生することに先立って読み出される。上記始動ファイ
ルは、上記エンハンストナビゲーションメディアに記録されたデータの再生前にロードさ
れなければならない付加コンテンツのリストと関連する情報を含む。
【００１７】
　本発明のまた他の実施形態による記録メディアに記録されたデータを処理するエンハン
ストナビゲーションメディアプレーヤは、オーディオ／ビデオ（Ａ／Ｖ）プレーヤエンジ
ン；及びエンハンストナビゲーション（ＥＮＡＶ）エンジンを含んで構成されて、ここで
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、上記記録メディアがエンハンストナビゲーションメディアではなければ上記記録メディ
アに記録されたＡ／Ｖデータは上記Ａ／Ｖプレーヤエンジンにより再生されて、上記記録
メディアがエンハンストナビゲーションメディアならば上記ＥＮＡＶエンジンが付加コン
テンツを有する少なくとも一つのサーバに関する接続情報を抽出できるように始動ファイ
ルが第１メモリにロードされることを特徴とする。
【００１８】
　いくつかの例で、上記始動ファイルは上記少なくとも一つのサーバに関する接続情報を
提供するウォールド・ガーデンリストに関連する情報を含む。上記始動ファイルは、上記
少なくとも一つのサーバで利用することができる付加コンテンツへのアクセスを制御する
ローディング情報も含むことができる。上記ローディング情報は、上記少なくとも一つの
サーバで利用することができる付加コンテンツをロードするための少なくとも一つの条件
、例えば上記少なくとも一つのサーバで利用することができる付加コンテンツへのアクセ
スを制限する言語条件、プロファイル条件、またはパレンタル条件を含む。
【００１９】
　本発明のまた他の実施形態によるエンハンストナビゲーション記録メディアは、オーデ
ィオ／ビデオ（Ａ／Ｖ）データ；及び少なくとも一つのリモートサーバを介して利用する
ことができる付加コンテンツへのアクセスを制御するための接続情報を含んで構成されて
、ここで、上記付加コンテンツは上記Ａ／Ｖデータと同期して再生されることを特徴とす
る。上記接続情報は、上記少なくとも一つのサーバで利用することができる上記付加コン
テンツをロードするための少なくとも一つの条件を含む。例えば、上記接続情報は、上記
少なくとも一つのサーバで利用することができる付加コンテンツへのアクセスを制限する
言語条件を含む。
【００２０】
　また、上記少なくとも一つのサーバで利用することができる付加コンテンツへのアクセ
スを制限するプロファイル条件とパレンタル条件も上記接続情報に含まれることができる
。一例で、上記接続情報は、少なくとも一つのリモートサーバへのアクセスを制限したり
少なくとも一つのリモートサーバへのアクセスを許す。
【００２１】
　本発明のまた他の実施形態によるエンハンストナビゲーションメディアに記録されたオ
ーディオ／ビデオ（Ａ／Ｖ）データを再生する方法は、再生モードを確認すること；上記
再生モードがエンハンストナビゲーションモードに確認されれば、第１及び第２情報を含
み、上記エンハンストナビゲーションメディアに記録された、始動ファイルをデコーディ
ングすること；上記Ａ／Ｖデータと同期して再生される付加コンテンツへのアクセスを提
供する少なくとも一つのリモートサーバの位置を決定する上記第１情報をデコーディング
すること；及び、上記付加コンテンツと連係される少なくとも一つの条件を決定する上記
第２情報をデコーディングすることで構成されることを特徴とする。
【００２２】
　一例では、上記デコーディングされた第１及び第２情報を基礎にして第１エンハンスト
ナビゲーションアプリケーションが始まる。上記第２情報は、上記付加コンテンツをロー
ドするための、例えばプロファイル、言語、及びパレンタル条件のうち少なくとも一つを
含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明による対話形ディスクの再生環境を設定する方法に対して添付した図面を
参照にして説明する。光ディスク装置は、対話形ＤＶＤ（Ｉ－ＤＶＤ）１０のようなエン
ハンストナビゲーション記録メディアに記録された信号を読み出す光ピックアップ１１を
含む。信号処理部（Signal Processor）１２は読まれたＲＦ信号を処理してデジタルデー
タに復元して、メモリユニット１３は上記復元されたデータ及び外部から受信されるデー
タを保存する。ＤＶＤエンジン１４はメモリユニット１３に保存されたデータをデコーデ
ィングして、ｉＤＶＤエンジン１５はメモリユニット１３に保存された情報ファイルを解
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析して付加コンテンツ、すなわちＥＮＡＶデータを処理する。
【００２４】
　シンセサイザ１８はＤＶＤエンジン１４からのＡ／ＶデータとｉＤＶＤエンジン１５か
らの他のＡ／Ｖデータを合成して出力して、網接続部（Network　I／F）１７は網接続機
能及びウェブブラウザ機能を遂行する。制御部（Control　Unit）１６は、対話形ＤＶＤ
１０の再生環境を設定して、上記設定された再生環境で対話形ＤＶＤ１０のデータを付加
コンテンツと共に再生することができるように上記構成要素を制御する。
【００２５】
　対話形ＤＶＤ１０のディレクトリ構造に対する例が図２に示している。ルートディレク
トリの下の付加コンテンツＤＶＤ_ＥＮＡＶ'ディレクトリ（２０３）は、例えば始動ファ
イルＳｔａｒｔＵＰ.ｘｍｌ２０４を含む。上記始動ファイルはシステム環境設定と関連
した情報で構成される。いくつかの実施形態で、上記対話形ディスクのデータが再生され
る前に環境が設定される。
【００２６】
　例えば、上記対話形ＤＶＤに収録されたＡ／Ｖデータを再生するために必要な情報ファ
イルＥｎＤｖｄ.ｉｎｆ、再生のための初期画面設定ファイルｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ、そし
て属性が異なるデータ間の同期のための同期ファイルｉｎｄｅｘ.ｓｙｎなどが上記始動
ファイルまたは設定の一部になることができる。ＤＶＤ_ＥＮＡＶ'２０３ディレクトリは
、上記付加コンテンツのテキストの出力のためのフォントファイルを保存するフォントデ
ィレクトリ２０６をさらに含むことができる。
【００２７】
　いくつかの実施形態で、付加的なＡ／Ｖコンテンツ（例えば、ＥＮＡＶデータファイル
、ｈｔｍｌファイル、ｉｍａｇｅファイル、サウンドファイル等）２０８を提供するため
の付加コンテンツディレクトリ２０７がＤＶＤ_ＥＮＡＶ'２０３ディレクトリに含まれる
ことができる。そして、付加コンテンツディレクトリ２０７は、付加コンテンツが収録さ
れた下位ディレクトリ２０９を階層的構造で含むこともできる。
【００２８】
　いくつかの実施形態で、ルートディレクトリの下には、例えば、ビデオデータを含むビ
デオタイトルセットＶｉｄｅｏ_ＴＳ'（Video Title Set）ディレクトリ２０１とオーデ
ィオデータを含むオーディオタイトルセットＡｕｄｉｏ_ＴＳ'ディレクトリ２０２が整列
される。ＤＶＤ_ＥＮＡＶ'２０３ディレクトリ内の、例えばＥｎＤｖｄ.ｉｎｆ'ファイル
には、対話形ＤＶＤに対するディスクバージョン（Disk Version）情報とコンテンツ製造
社情報が記録される。これ以外にも、対話形ＤＶＤから読み出すＡ／Ｖデータと関連した
付加コンテンツ情報を通信網を介して提供するコンテンツ提供サーバに対するＵＲＩ（Un
iformed Resource Identifier）情報がＤＶＤ_ＥＮＡＶ'２０３ディレクトリに記録され
ることができる。
【００２９】
　付加コンテンツディレクトリ２０３の上記設定ファイルｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌには、対
話形ＤＶＤのデータを再生する時初期画面設定のためのセットアップ情報が記録されるこ
とができる。上記同期ファイルｉｎｄｅｘ.ｓｙｎには、対話形ＤＶＤから読み出して再
生されるＡ／ＶデータとＥＮＡＶデータを相互に同期するためのタイムスタンプ（Time S
tamp）情報が記録される。
【００３０】
　そして、上記対話形ＤＶＤに収録されたＡ／Ｖデータを再生する前に遂行しなければな
らないシステム環境設定のための多様な情報が、例えば始動ファイルＳｔａｒｔＵＰ.ｘ
ｍｌに記録されている。上記多様な情報は、再生前にメモリにロード（loading）しなけ
ればならないすべてのコンテンツに対する情報、上記コンテンツ情報を提供するソース（
source）の位置（location）情報、収録されたＡ／Ｖデータを見ることができる権限（Ｐ
ａｒｅｎｔａｌ　ＩＤ）に対する情報、付加コンテンツの言語、再生中サイト接続の限定
情報、メモリ運営情報、始動ファイル後処理しなければならないファイルに対する情報、
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及び始動ファイルのバージョンに対する情報等で構成される。
【００３１】
　対話形ＤＶＤ１０を再生する方法を図３のフローチャートを参照しながら詳細に説明す
る。図１のプレーヤにディスクが装着されると（Ｓ１）、制御部１６は、ＤＶＤ_ＥＮＡ
Ｖ'ディレクトリで、例えばＳｔａｒｔＵｐ.ｘｍｌ'またはＥｎＤｖｄ.ｉｎｆ'ファイル
を検索する。該当ファイルが捜されれば、装着されたディスクが対話形ＤＶＤに判別され
て、そうでなければ一般ＤＶＤに判別される（Ｓ１０）。
【００３２】
　もしも装着されたディスクが一般ＤＶＤの場合、制御部１６は、ユーザ要求によって一
般ＤＶＤモードで再生動作を遂行して（Ｓ３０）、再生動作が完了すると、過程が終了さ
れる。ＤＶＤモードの再生動作では、ディスクから読み出すデータはＤＶＤエンジン１４
を介して処理されてビデオ及びオーディオ信号で出力される。
【００３３】
　反面、装着されたディスクが対話形ＤＶＤ（Ｉ－ＤＶＤ）の場合には、制御部１６は、
上記Ｉ－ＤＶＤのデータがエンハンスト（enhanced）モードで再生されなければならない
のか確認する（Ｓ１１）。上記エンハンストモードは、付加データ、すなわち、ＥＮＡＶ
データとの同期再生モードを意味して、ユーザによりＯｎ／Ｏｆｆされることができ、場
合によって初期設定はＯｎ'状態である。もしも、エンハンストモードがＯｆｆ'状態であ
れば、装着されたディスクは対話形ＤＶＤだが、先に言及した一般ＤＶＤ再生動作が遂行
される（Ｓ３０）。
【００３４】
　もしもエンハンスト再生モードがＯｎ'状態であれば、例えば、上記ＤＶＤ_ＥＮＡＶ'
ディレクトリにある始動ファイルＳｔａｒｔＵＰ.ｘｍｌが読み出されて（Ｓ１２）、メ
モリユニット１３に保存されて、ｉＤＶＤエンジン１５は上記始動ファイルを解析するよ
うに要求される。一実施形態で、ｉＤＶＤエンジン１５は、メモリユニット１３に保存さ
れた始動ファイルを解析して、上記対話形ディスクの再生権限レベル（Ｐａｒｅｎｔａｌ
　ＩＤ）、地域コードなどを確認して（Ｓ１３）、システム状態を設定する（Ｓ１４）。
【００３５】
　システム状態に関する情報は、上記ＥＮＡＶデータを処理する時使われる言語、サイト
接続制限（例えばｗａｌｌｅｄ　ｇａｒｄｅｎ　ｌｉｓｔ）、メモリ運営、ローディング
（loading）情報等で構成される。上記システム状態は次のように定義されることができ
る。
　＜ｃｏｎｆ　ｔｙｐｅ＝ｌａｎｇｕａｇｅ　ｃｏｎ＝ｅｕｃ－ｋｒ＞
　＜ｗｇａｒｄｅｎ＞ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｗａｒｎｅｒ.ｃｏｍ＜／ｗｇａｒｄｅｎ＞
　＜ｍｅｍｓｅｔ＞
　＜ｐｌｏａｄ＞３６＜／ｐｌｏａｄ＞
　＜／ｍｅｍｓｅｔ＞
【００３６】
　上述した例で、＜ｃｏｎｆ　ｔｙｐｅ＞'タグ（tag）は使われる言語を指定することで
あって韓国語を指定している。＜ｗｇａｒｄｅｎ＞'タグは、サイト接続限定またはｗａ
ｌｌｅｄ　ｇａｒｄｅｎ　ｌｉｓｔを指定することであって、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｗ
ａｒｎｅｒ.ｃｏｍ'以外のサイトは接続が許可されないということを指定している。メモ
リ設定と関連して、＜ｐｌｏａｄ＞'タグは事前に確保するメモリ空間を指定することで
あって３６Ｍｂｙｔｅがメモリに事前に確保することを要求していることである。
【００３７】
　ここで、サイト接続限定情報（例えば、上記ｗａｌｌｅｄ　ｇａｒｄｅｎ　ｌｉｓｔ）
は、複数のサイトアドレスを含むことができ、網接続部１７に提供されて、対話形ディス
クの再生間にユーザのウェブサーフィンがある時に参照されるようにする。
【００３８】
　いくつかの実施形態で、上記ｗａｌｌｅｄ　ｇａｒｄｅｎ　ｌｉｓｔは上記Ｉ－ＤＶＤ
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が再生される間アクセスすることができるウェブサイトに対する情報を含む。他の実施形
態では、上記ｗａｌｌｅｄ　ｇａｒｄｅｎ　ｌｉｓｔは上記Ｉ－ＤＶＤが再生される間ア
クセスされないウェブサイトに対する情報を含む。これとは異なるように具現することも
可能だが、上記ｗａｌｌｅｄ　ｇａｒｄｅｎ　ｌｉｓｔによってアクセス許容とアクセス
制限が組合されることもできる。
【００３９】
　ｉＤＶＤエンジン１５は、上記始動ファイルで事前ローディング（pre-loading）リス
トに対するバージョンを確認して、これを網接続部１７を介して特定されたサーバに送信
する（Ｓ１５）。上述の特定されたサーバに対する位置情報は始動ファイルの＜ｗｇａｒ
ｄｅｎ＞'タグに指定された情報からまたはＥｎＤｖｄ.ｉｎｆ'ファイルに記載されたＵ
ＲＬ情報から確認される。上述のバージョンに対する情報を受信した該サーバは、受信し
たバージョンより最新のバージョンがあれば最新バージョンの事前ローディングリストを
上記プレーヤに送信して、そうでなければ受信されたバージョンの事前ローディングリス
トが現在最新バージョンという事実を上記プレーヤに通知する。
【００４０】
　事前ローディングリストがダウンロードされれば、メモリユニット１３に保存されて事
前ローディングのための情報で活用して、そうでなければ上記始動ファイル内に含まれて
いる事前ローディングリストが活用される（Ｓ１６）。事前ローディングリストに記載さ
れた内容を参照して、必要なＥＮＡＶデータ（例えば、ｈｔｍｌファイル、イメージファ
イル、サウンドファイル、テキストファイル等）が前に説明した＜ｐｌｏａｄ＞タグによ
り確保されたメモリ空間に保存される。
【００４１】
　事前ローディングリストは次のような形態で定義されることができるが、事前ロードさ
れるファイルは、下記の例のように、再生権限レベルによって変わることができ、また地
域コードにしたがっても変わることができる。
　＜ｐｒｅｌｏａｄ＞
　＜ｕｎｉｔ　ｎｏ＝“１”＞
　＜ＤＡＴＡ　ｎａｍｅ＝“ａａａ”ａｂｌｅ＝“ＴＲＵＥ”＞
　＜ＩＮＤＥＸ＞２ｔｈ＜／ＩＮＤＥＸ＞
　＜ＴＹＰＥ＞ｄｏｃ＜／ＴＹＰＥ＞
　＜ｓｒｃ　ｔ_ＩＤ＝“５”ｔ_ｌａｎｇ＝“ａｌｌ”＞ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｄｉｓ
ｎｅｙ.ｃｏｍ／ａ／ｂ.ｈｔｍ＜／ｓｒｃ＞
　＜ｓｒｃ　ｔ_ＩＤ＝“１”ｔ_ｌａｎｇ＝“ａｌｌ”＞ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｄｉｓ
ｎｅｙ.ｃｏｍ／ａ／ｃ.ｈｔｍ＜／ｓｒｃ＞
　＜／ＤＡＴＡ＞
　...
　＜／ｕｎｉｔ＞
　...
　＜／ｐｒｅｌｏａｄ＞
【００４２】
　上述した例で、ｕｎｉｔ'はＥＮＡＶデータがそれと連係されたＡ／Ｖデータと共に切
れなく（seamless）再生されなければならない区間を意味する。対話形ディスクに収録さ
れたすべてのＡ／Ｖデータ、すなわちタイトル（title）は、一つまたはそれ以上のアプ
リケーション（application）で構成されることができ、一つのアプリケーションは一つ
のＥＮＡＶユニットと連係される。各ユニットに対して事前ロードさせなければならない
付加コンテンツ項目、すなわち、ＥＮＡＶデータ項目に対しては、そのユニットに含まれ
た＜ＤＡＴＡ＞'タグで定義される。上述した例で、先に始動ファイルから確認された再
生権限レベル（Ｐａｒｅｎｔａｌ　ＩＤ）が５'（ｔ_ＩＤに定義）ならば、ｈｔｔｐ：／
／ｗｗｗ.ｄｉｓｎｅｙ.ｃｏｍ／ａ／ｂ.ｈｔｍのファイルがメモリユニット１３にロー
ドされる。
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【００４３】
　再生権限レベルが１'ならば、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｄｉｓｎｅｙ.ｃｏｍ／ａ／ｃ.ｈ
ｔｍのファイルがメモリユニット１３にロードされる。上述した例では、事前ロードされ
るファイルが遠隔サイトにあることになっているが、装着されたディスクの特定ディレク
トリにあるファイルが指定されることができる。いくつかの例で、上記ｈｔｍｌ'ファイ
ルをプレゼンテーションするために必要なデータファイル、例えば、イメージ、サウンド
またはバナーファイル等は後続する＜ＤＡＴＡ＞タグでさらに指定される。
【００４４】
　したがって、各＜ＤＡＴＡ＞タグで指定された項目は、装着されたディスクから読み出
したりまたは遠隔のサーバから受信されて、メモリユニット１３に順番どおり保存される
。一つのユニット（＜ｕｎｉｔ＞）、例えば一つのアプリケーションに対するユニット内
に指定されたすべてのファイルがメモリユニット１３に保存されれば、事前ローディング
動作は終了される（Ｓ１７）。もしも、一つのユニット内で指定されたファイルの総サイ
ズが先に割り当てられたサイズ、例えば３６Ｍｂｙｔｅｓを越えると、事前ローディング
が完了しなかったとしても事前ローディング動作は終了される。
【００４５】
　一実施形態で、ｉＤＶＤエンジン１５は、上記始動ファイル後に遂行しなければならな
いことと指定されたファイル（例えば設定ファイルｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ'）を上記始動フ
ァイルから確認して、上記ファイルを対話形ＤＶＤ１０から読み出すように制御部１６に
要求する。上記要求によって上記設定ファイルがメモリユニット１３にロードされると、
ｉＤＶＤエンジン（１６）は上記ファイルを解析して（Ｓ１８）ユーザ選択のための初期
画面を構成して出力する。
【００４６】
　ユーザが上記初期画面で再生開始'を選択すれば、制御部１６は、ｉＤＶＤエンジン１
５に確認された再生権限レベルを要求して、ｉＤＶＤエンジン１５から受信される再生権
限レベルと上記プレーヤに現在設定されている再生権限レベルを比較する。もしも、上記
プレーヤの再生権限レベルが上記始動ファイルで確認された再生権限レベルより低ければ
、制御部１６は、要求された再生動作を遂行しないでこれに対する案内メッセージを構成
して出力する。
【００４７】
　上記プレーヤの再生権限レベルが上記始動ファイルで確認された再生権限レベルより低
くなければ、制御部１６は装着された対話形ＤＶＤ１０の再生動作をスタートする。また
、制御部１６は、上記プレーヤに設定された地域コードと上記始動ファイルで確認された
地域コードも比較して、異なれば再生動作を遂行しなくて等しい場合にだけ再生動作を遂
行することができる。
【００４８】
　再生動作をスタートすれば、制御部１６は、装着された対話形ＤＶＤ１０を駆動しなが
ら記録されたＡ／Ｖデータをメモリユニット１３にバッファリングする。上記バッファリ
ングされるＡ／ＶデータはＤＶＤエンジン１４によりデコーディングされてＡ／Ｖ信号で
出力される。このような動作のうちに、ｉＤＶＤエンジン１５は、メモリユニット１３に
事前ロードされたＥＮＡＶデータを読んで、必要であるならばデコーディングしてビデオ
及び／またはオーディオ信号で出力する。上記ビデオ及び／またはオーディオ信号は、シ
ンセサイザ１８によりＤＶＤエンジン１４からの出力信号と合成されて、外部に共に出力
される（Ｓ１９）。
【００４９】
　いくつかの例で、ｉＤＶＤエンジン１５は、ＥＮＡＶデータを構成するファイルを対話
形ＤＶＤ１０から再生されるＡ／Ｖデータと同期させるために、同期ファイルｉｎｄｅｘ
.ｓｙｎに記録された同期情報（例えば、各ファイル名と時間の連係情報）を参照する。
対話形ＤＶＤ１０に記録された始動ファイルＳｔａｒｔＵＰ.ｘｍｌで指定した事前ロー
ディングリストより最新バージョンがリストが遠隔のサーバから受信される場合には、同
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期ファイルｉｎｄｅｘ.ｓｙｎも共に受信されて対話形ディスク１０に収録されている同
期ファイルの代わりをして使われることができる。
【００５０】
　メモリユニット１３に事前ロードされた現在のアプリケーションに対するＥＮＡＶデー
タユニットがすべて出力されれば（Ｓ２０）、ｉＤＶＤエンジン１５はその事実を制御部
１６に通知して、制御部１６はＤＶＤエンジン１４の動作を中止させる。そして、ｉＤＶ
Ｄエンジン１５は先に解析された事前ローディングリスト情報を参照して、さらに必要な
ＥＮＡＶデータ、例えば次のアプリケーションのＥＮＡＶユニットを構成するファイルを
メモリユニット１３に事前ロードする。
【００５１】
　この時、事前ロードするファイルが先にメモリに事前ロードされたファイルと一致する
場合には、該当ファイルは新しくロードされないで、すなわち、対話形ＤＶＤ１０から読
み出したり外部のサーバから受信されないで、メモリユニット１３にある以前ファイルの
データがそのまま使われる（Ｓ２１）。このような重複ローディング動作の排除は事前ロ
ーディング時間を減らすことができる。メモリユニット１３に次のユニットのＥＮＡＶデ
ータがローディング完了すると、制御部１６は、ＥＮＡＶデータのローディング完了を通
知受けて、再生が止まった地点から再生動作が再開する。
【００５２】
　このように、ディスクに収録されたＡ／Ｖデータ及び連係する付加コンテンツ（ＥＮＡ
Ｖデータ）が相互に同期されて切れなく出力される。上述したような動作は対話形ＤＶＤ
の再生が完了したりユーザからの再生中断要求がある時まで続けて進められる（Ｓ２６）
。
【００５３】
　上述したような同期再生状態またはディスクを再生しない状態でユーザが任意の特定サ
イトへの接続を要求すれば（Ｓ２３）、制御部１６は、入力された情報を網接続部１７に
提供して特定サイトへの接続を要求する。そうすれば、網接続部１７は、接続要求された
サイトアドレスが先に受信されたサイト接続限定情報に含まれるのか確認して（Ｓ２４）
、もしも含まれれば受信されたアドレスに接続を要求して、該当ウェブページを受信して
メモリユニット１３に保存する（Ｓ２５）。網接続部１７は、上述の保存されたウェブペ
ージを解析して映像信号で出力する。
【００５４】
　もしも、接続要求されたサイトアドレスが接続限定情報に含まれない場合、網接続部１
７は、現在の動作モードを制御部１６に確認して、現在再生されない状態であったりまた
は一般ＤＶＤの再生状態であれば、要求されたサイトアドレスが接続限定情報に含まれる
場合と等しく処理する。
【００５５】
　もしも、現在動作モードが対話形ＤＶＤの再生状態であれば、要求されたサイトへの接
続は遂行されない。代わりに、制御部１６は、要求したアドレスへの接続は対話形ディス
クの再生中には許可されないというメッセージを出力する。
【００５６】
　いくつかの例で、対話形ディスクの再生状態での不要なサイトの接続により時間遅延ま
たはメモリ負荷などが発生することを防止するために、このようなサイト接続限定情報は
対話形ＤＶＤの製造社により始動ファイルＳｔａｒｔＵＰ.ｘｍｌに設定されることがで
きる。
【００５７】
　本発明に対する実施形態は、ディスクプレーヤの接続要求を処理する方法を提供するシ
ステムに適用することができるように例を挙げて説明した。このような実施形態で、この
ような方法を遂行するロジックコード（logic code）は、例えばアプリケーションソフト
ウエア形態で具現されることができる。上記ロジックコードは、分散されたり（distribu
ted）または分散されない通信モデルで一つまたはそれ以上のプロセッサー（processor）
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【００５８】
　本明細書に記載されたプログラム、モジュール、過程（processes）、方法などは、単
純に例を挙げるためのことであって、特定コンピュータ、装置、またはコンピュータプロ
グラム言語と関連されたり限定されない。むしろ、多様な形態の汎用コンピュータマシン
（machine）または装置が本発明による特徴によって具現されるロジックコードと共に使
われることができる。また、本発明による方法で段階（steps）が遂行される順序は全的
に例のためのことである。事実、本発明で異なるように提示されない限り、上記段階は任
意の順序または並列で遂行されることができる。
【００５９】
　本発明による方法は、本発明が属する技術分野で現在知られた用語である、ハードウェ
ア、ソフトウェア、またはこれらの組合で遂行されることができる。特に、本発明による
方法はソフトウェア、ファームウエア（firmware）、コンピュータまたは任意類型のコン
ピュータで作動するマクロコード（macrocode）により遂行されることができる。また、
本発明を具現するソフトウェアは、ＲＯＭ、ＲＡＭ、磁気メディア（magnetic media）、
穿孔テープまたはカード、ＣＤ、ＤＶＤなどのメディアにコンピュータ命令（instructio
ns）で構成されることができる。また、上記ソフトウェアは搬送波に載せられたコンピュ
ータ信号の形態であったりまたはインターネットを介して接続されたコンピュータのウェ
ブページを介してアクセスすることができる。したがって、本発明は、本発明で異なるよ
うに提示されない限り、特定プラットホーム（platform）に限定されない。
【００６０】
　以上前述した本発明の望ましい実施形態は例示の目的のために開示されたものであって
、当業者ならば添付された特許請求範囲に開示された本発明の技術的思想とその技術的範
囲内で多様な他の実施形態を改良、変更、代替または付加などが可能であることである。
パレンタル条件のうち少なくとも一つを含む。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の一実施形態による、対話形ディスクの再生環境を設定する方法が適用さ
れる光ディスク装置に対する構成を示した図である。
【図２】本発明の一実施形態による対話形ＤＶＤ（Ｉ－ＤＶＤ）のディレクトリ構造を概
略的に示した図である。
【図３】本発明の一実施形態による対話形ディスクの再生環境を設定する方法に対する動
作フローチャートである。
【符号の説明】
【００６２】
１０　対話形ＤＶＤ
１２　信号処理部（Signal Processor）
１３　メモリユニット
１４　ＤＶＤエンジン
１５　ｉＤＶＤエンジン
１６　制御部
１７　網接続部（Network　I／F）
１８　シンセサイザ



(14) JP 2008-103069 A 2008.5.1

【図１】 【図２】

【図３】



(15) JP 2008-103069 A 2008.5.1

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)           Ｈ０４Ｎ   5/85    　　　Ｚ          　　　　　
   Ｈ０４Ｎ   7/173    (2006.01)           Ｇ０６Ｆ  13/00    ５１０Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ   7/173   ６３０　          　　　　　

(72)発明者  ヨ　ジェ　ヨン
            大韓民国　１３５－２７０　ソウル　カンナムグ　ドゴクドン（番地なし）　メボン　サムスン　
            アパートメント　シー－３０６
(72)発明者  ヨン　ウォ　ソン
            大韓民国　４７２－７４４　キョンギド　ナムヤンジョシ　トゲウォンミュン（番地なし）　グク
            ドン　アパートメント　１０２－７０１
Ｆターム(参考) 5C052 AA02  AB09  AC10  DD04  DD08 
　　　　 　　  5C053 FA24  FA29  GB06  GB10  JA22  LA06  LA14 
　　　　 　　  5C164 UB26P UD42P
　　　　 　　  5D044 AB05  AB07  BC02  CC04  DE48  EF05  GK12  HL11 
　　　　 　　  5D110 AA14  AA26  AA28  BB29  DA06  DC01  DE01 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

